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序

高城町教育委員会では、平成 6年度細井地 区県営特殊農地保

全整備事業 に伴 い、 宮崎県北諸県農林振興局 の委託 を受 けて、

埋蔵文化財 の発掘調査を行 いま した。

今回の発掘調査では、縄文時代か ら平安 時代 にか けての数多

くの貴重 な資料を得 ることがで きま した。

特 に、縄文時代 の竪穴住居内か ら出土 した垂飾 や土墳 内か ら

出土 した ヒスイ製の管玉 は、宮崎県 の縄文 時代 の研究 に影響 を

与え るだけでな く、今後の町民各位 の歴史研究 や文化財保護 の

向上 に寄与す ることと期待 してお ります。

末筆 なが ら、遺跡 の発掘調査及 び整理 、本書 の作成 に際 し、

多大 なるご協力、 ご理解を賜 った細井地区土地改良区、 宮崎県

北諸県農林振興局、宮崎県教育委員会文化課、各 関係機 関、 町

民各位 の皆様方 に深 く感謝 を申 し上 げる次第であ ります。

平成 7年 3月

高城町教育委員会

教育長 新 地 文 雄



例

1、 本書は、宮崎県北諸県郡高城町大字有水の細井地区における県営特殊農地保

全整備事業に伴い、平成 6年度に実施 した上原第 3遺跡の発掘調査概要報告

書である。

2、 発掘調査は、平成 6年 9月 1日 か ら平成 7年 1月 20日 まで実施 した。

3、 発掘調査は、高城町教育委員会が主体 となり、高城町教育委員会社会教育課

主事白谷健一が行い、宮崎県教育委員会文化課埋蔵文化財第二係長面高哲郎、

同文化課主査永友良典、同文化課主査石川悦雄、同文化課主査菅付和樹の調

査指導を受けた。

4、 調査組織は以下のとおりである。

調 査 主 体  高城町教育委員会

教  育 長   新 地 文 雄

社会教育課長    松 田 俊 夫

課 長 補 佐   有 村 修 一

文 化 係 長   田 中 孝 明

調 査 担 当   町社会教育課主事  白 谷 健 一

特別調査員   宍戸地質研究所   宍 戸  章 (石材鑑定 )

調 査 指 導   県文化課埋蔵文化財第二係長  面 高 哲 郎

口

県文化課主査

県文化課主査

県文化課主査

調 査 補 助

、本書 の執筆及 び編集 は白谷が行 った。

永 友 良 典

石 川 悦 雄

菅 付 和 樹

押川富代子、轟 木  治

5

6

7

、出土遺物や写真及び図面 は高城町教育委員会で保管 している。

、本書では、下記のとおりの遺構略記号を用いている。

SA一竪穴住居跡  SB一 掘立柱建物跡  SC― 土墳

SD― 溝状遺構

8、 今後、平成 4年度に発行 した高城町文化財調査報告書第 2集 『上原遺跡』 を

上原第 1遺跡、平成 5年度に発行 した高城町文化財調査報告書第 3集『上原

遺跡 (第 2地点)』 を上原第 2遺跡 と改称する。
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第 I ユ早 調査に至 る経緯

昭和63年 より、高城町 大字有水の細井地区において、宮崎県北諸県農林振興局

による県営特殊農地保全整備事業が計画された。そのため事業地内の埋蔵文化財

の有無が問題となった。

高城町では遺跡詳細分布調査を行 っていないため、平成 2年 に宮崎県教育委員

会文化課面高哲郎と高城町教育委員会社会教育課広池洋三が事業予定地全体の踏

査を行 った。その結果、かなりの広範囲で土器の分布が認 められ、 11ケ 所の遺跡

が確認された。

しか し、 この計画は地元との調整がつかず、立ち消えの状態になったが、再 び

平成 3年度に計画が持ち上がり、平成 4年度から全体事業実施予定地 の南側か ら

工事を着工することになった。

そのため平成 4年度の事業予定地の踏査を高城町教育委員会社会教育課 白谷健

一が行い、縄文時代から平安時代にかけての土器を採集 した。 その後、再度県文

化課面高哲郎と町社会教育課白谷健一が踏査を行い、一部の場所 については面高

哲郎が試掘調査を行い、遺跡の推定範囲を想定 した。

その結果を受けて、細井地区土地改良区、宮崎県北諸県農林振興局、高城町耕

地課、宮崎県教育委員会文化課、高城町教育委員会社会教育課で埋蔵文化財 につ

いて協議を行 ったが、現状保存が困難な道路及び削平を行 う部分 については、記

録保存の措置をとることとなった。

発掘調査は平成 4年 11月 ～平成 5年 3月 の間実施 し、調査の結果、 上原第 1遺

跡においては、古墳時代の集落跡が確認 された。また縄文時代の竪穴住居跡や中

世の掘立柱建物跡や溝状遺構が確認 された。

平成 5年 4月 になり、県文化課石川悦雄 と東憲章、町社会教育課 白谷健一 の三

者による踏査を平成 5年度以降事業実施予定地内で行い、平成 5年度事業実施予

定地の協議資料 としたが、その後の協議や諸般の事情により、平成 5年度 は県営

特殊農地保全整備事業を実施 しないことになった。

しかし、地元の強い要望や平成 6年度 の事業を円滑に進めることを考慮 して、

平成 6年度事業実施予定地の一部、上原第 2遺跡発掘調査を平成 5年 12月 ～平成

6年 3月 の間実施 した。調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡や弥生時代 の竪穴住

居跡が一軒ずつ出土 している。高原スコリア直下の層から、不 と刀子が共伴 して

いるので、土墳墓だと考え られる。

平成 6年度は県営特殊農地保全整備事業を平成 6年 11月 か ら行 うため、工事施
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工以前の平成 6年 9月 か ら発掘調査を行 った。

洲鼻

澁

流ヤ

第 1図  上原第 3遺跡位置図 (1/50,000)

1、 上原第 3遺跡  2、 上原第 2遺跡  3、 上原第 1遺跡  4、 八久保遺跡

5、 雁寺遺跡  6、 須田木城  7、 下の城  8、 高城古墳群21022号墳

9、 高城古墳群20号墳 10、 高城古墳群 19号墳 11、 香禅寺遺跡

12、 高城古墳群16017号 墳 13、 高城古墳群 15号墳 14、 高城古墳群14号 墳
'

15、 一本松遺跡 16、 野中第 3遺跡 17、 野中第 1遺跡 18、 城ケ尾遺跡
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第 Ⅱ章 遺跡の立地 と環境

高城町は宮崎県の南西部 に位置す る都城盆地の北部にあり、北 は野尻町、東 は

言筒計〔画を首晰、南ご蔀鍼需:笙震時、西ぼ舗瀾ぎに囲まれている。

上原第 3遺跡は高城町の中心部よ り、北 に12kmほ どの所 にあ り、西を大淀川、

南を有水川に挟まれた台地上に位置 している。台地にはい くつかの谷が入 ってお

り、水が湧き出る所がある。

周辺の遺跡 1ま 縄文時代の八久保遺跡、古墳時代の雁寺遺跡の他 に県指定古墳が

8基あり、有水川を越えた石山の香禅寺遺跡か らは板石積石室が出土 している。

遺跡の西側には下の城址や須田木城址 といった中世山城 もある。上原第 1遺 跡や

上原第 2遺跡 も、同 じ台地上に位置 している。

大淀川を越えた高崎町には、古墳時代の鳩越第 1遺跡や縄文時代の鳩越第 2遺

跡や中世山城の柳の城址がある。

第 2図  遺跡周辺地形図 (1/5,000)
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第 Ⅲ 章 発掘調査の概要

1、 調査の内容

上原第 3遺跡の発掘調査は高城町教育委員会が主体 となり、平成 6年 9月 1日

から平成 7年 1月 20日 まで行った。

工事施工面積は10haで 、調査対象面積 は10,000ピ であったが、場所によつては

作物の関係で調査ができない状態であった。そのため作物の刈 り入れが終わって

いる畑から、重機で表土を剥ぎ始め、景1ぎ終わった畑からA地 区、 B地 区、 C地

区、D地 区と設定 した。A～ D地区の 4地区とも、 トレンチャーによる撹乱をか

なりの面積受けているが、遺物包含層は残存 している。

基本層序は、第 I層 が表土 (耕作土)、 第 Ⅱ層が高原 スコリヤ (焼 けボラ)、

第Ⅲ層が黒色土、第Ⅳ層が黒褐色土 (ボ ラ少量含む)、 第 V層 が黒褐色土 (下 に

いくほどボラ多 く含む)、 第Ⅵ層が御池 ボラであった。第 Ⅱ層の高原 スコリヤ

(焼 けボラ)は 788年 (延暦 7年 )に 霧島の御鉢から噴出 した火山灰と言われてい

るので、奈良時代と平安時代の土層を明確に区別することができる。

出土遺物は 4地区とも、縄文～中世にかけてのものであり、縄文時代の土器が

半分以上占めている。

縄文時代の土器は縄文時代後期の市来式土器、縄文時代晩期の黒川式土器や子L

列文土器が出土 している。縄文時代の竪穴住居跡が 5軒、土墳がかなりの数出土

しているが、その時代のものである。

2、 遺 構

A地区

SA-1

調査区 の西 壁面 に出土 して い るた め、

正確 には分 か らないが、一辺 が約 3.5mほ

どの隅丸方形 プ ラ ンの住居跡で あ る。 検

出面か らの深 さは約40cmで ある。縄文時代

晩期の土器が出土 している。

-4-
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SA-2

調査区の北壁面 に出土 しているため、正確 には分か らないが、 長軸 3m、 短

軸2.3mの 隅丸方形 プランで、検出面か らの深 さは約50cmで ある。 床 の検 出面 は

御池 ボラ層 とアカホヤ層の間の黒色土であったが、若千掘 りす ぎたためであり、

貼 り床であったと考え られる。西側 に掘 り込んだ張 り出 し状 の段 が あ り、 入 口

の可能性が高 い。縄文時代晩期 の土器が出土 している。

SA-3

最大径4 9rnの 楕円形 プランで、検出面か らの深 さ約40cmで あ る。 御池 ボ ラ層

をい くぶんか掘 り込んでお り、壁面 にい くつかの ピットが巡 って い る。 縄文時

代後期 の土器が出土 している。

SA-4

最大径 51nの 楕円形 プランで、検出面か

らの深 さ約40cmで ある。御池 ボラ層 を若干

掘 り込んでお り、中央部 に焼土があ り、そ

の下 に土墳 を持 っている。い くつかの土墳

が噛み合 っているため、 撹乱 して い るが、

縄文時代後期 の土器が出土 している。

SA-2 検出状況 SA-2 完掘状況

SA-3 検出状況 SA-3 完掘状況

遺物出土状況
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SB-1

1間 × 2間 でプランで、 ピット径 は約 20

～30cmで 、検 出面か らの深 さは約 20 cmで あ

る。 ピット内の埋土 は高原 スコリア混 じり

の茶褐色土であった。

SC-1

最大径90cmの 円形 プランである。検 出面

か らの深 さは約60cmで ある。縄文時代晩期

の土器が出土 している。

遺物出土状況

SC-2

長軸 130cm、 短軸 80cmの 不 整楕 円形 プ ラ ンで、検 出面 か らの深 さ は約 30 cmで あ

る。

B地 区

SC-1

最大 径 2mの 円形 プ ラ ンで あ る。検 出面 か らの深 さ は約 90cmで あ る。 縄 文 時

代晩期 の土器 が 出土 して い る。

SB-1 検出状況

SC-1

SC-1 遺物出土状況
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SC-2

最大径1.3mの 楕円形 プランである。検出面か らの深 さは約 50 cmで あ る。 中央

部に石が置いてお り、底 に ピッ トがある。

SC-3

最大径80cmの 円形 プランである。検出面か らの深 さは約 30cmで あ る。 縄文時

代晩期の土器が出土 している。

SC-4

最 大 径 lmの 楕 円形 プ ラ ンで あ る。検 出面 か らの深 さ は約 40cmで あ る。 縄 文

時代 晩期 の土器 が出土 して い る。

SD-1

調査区の南壁面に出土 しているため、正

確 には分か らないが長 さ約18m、 最大 幅 3

m、 最小幅30cmで ある。検出面か らの深 さ

は約30cmで ある。縄文時代晩期の土器 が出

土 している。

SD-2

調査区の北壁面 に出土 しているため、正確 には分か らないが長 さ約 24m、 最

大幅 2m、 最小幅 lmで ある。検 出面か らの深 さは約30omで ある。

C地区

SA-1

調査 区 の東壁面 に出土 して い るた め、正

確 に は分 か らな いが、 一 辺 約 2.5mほ どの

隅丸方 形 プ ラ ンで あ る。 検 出面 か らの深 さ

は約 50cmで あ る。弥生 時代 の土器 が 出土 し

て い る。

SD-1 完掘状況

SA-1 完掘状況
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SC-1

最大径 80cmの 楕 円形 プ ラ ンであ る。

時代 晩期 の土器 が 出土 して い る。

検 出面 か らの深 さは約 30cmで あ る。縄 文

D地 区

SC-1

最大径1.2mの 円形 プランである。検出面か らの深 さは約70cmで ある。 縄文 時

代晩期の土器が出土 している。

SC-2

長軸 18m、 短軸 1.2mの 隅丸長方形 プランである。検出面か らの深 さは約 70 cm

である。縄文時代晩期の土器が出土 している。

SC-3

最 大 径 13mの 円形 プ ラ ンで あ る。 検 出

面 か らの深 さは約 50cmで あ る。 中央部 に石

が置 いて お り、縄 文 時代 晩期 の土器 が 出土

して い る。

SC-4

長 軸 70cm、 短軸 60cmの 隅丸方形 プ ラ ンで あ る。 検 出面 か らの深 さは約 60 cmで

あ る。 粘土 が焼 けた状態 で入 って お り、土 師器 が 出土 して いる。

■■||■

=事
|

SC-1 遺物出土状況

SC-3 遺物出土状況
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3、 遺物

遺物 の出土量 は、 A地 区、 C地 区、 D地区、 B地 区の順 に多 か った。各地 区 と

も、縄文時代後期、晩期の土器が多 く、陶磁器の出土 はほとんどなか った。

縄文時代後期の土器 は回縁部が波状口縁で、貝殻腹縁文 を胴部 に施 す ものであ

る。土器の色調 は赤褐色系がほとん どである。

縄文時代晩期 の土器 は組織痕 を残す土器や孔列文を回縁下 2 cmほ どの ところに

貫通、 もしくは未貫通 の土器である。土器の色調 は褐色系がほとん どである。

須恵器 は土器片で 4, 5点 で一個体 を成す ものだけであった。 内外両面 に叩 き

痕 を持つ壺形であった。

石器の出土 も多 く、石斧が打製、磨製 を合せて10数 点、 石皿 が尾鈴 山か ら産 出

した石材 を使用 したもので 2点 出土 している。

石鏃の出土 も多 く、完成品が33点 、未完成品が 2点 の計35点 が出土 して い る。

完成品の石鏃の形態の内訳 は、打製石鏃が31点、磨製石鏃 が 3点 で あ った。 石材

の内訳 はチャー トが18点 、無斑晶流紋石が 9点 、頁岩が 4点、 黒耀石 が 2点、流

紋岩が 1点、ホル ンフェルスが 1点 であ った。

垂飾品 は 3点 出土 してお り、その うち 2点 は遺構内か らである。A地区の SA―

2か ら出土 している垂飾 は頁岩製で、長 さ2.8om、 最大幅2.3omで ある。中央 よ り上

部 に穿孔 を し、その下 に「 ×Jの 線刻 を施 している。縁 にも、刻 目を施 しており、

断面 にも線刻を施 し、一周 している。裏表同 じデザイ ンである。

D地区の SC-3か らは、 ヒスイ製 の管玉が出土 している。 土墳 の中央部 に石

が置いてお り、その下か ら出土 している。長 さ1.7cm、 穴の直径 は 4 mmほ どである。

縄文土器出土状況

-9-
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第 Ⅳ 二早 まとめ

今回の発掘調査では、竪穴住居跡 5軒、掘立柱建物跡 1棟、 溝状遺構 2条、 土

墳数 10基 が出土 している。現在、なお整理段階であるため、詳 しく考察 す ること

がで きないが、若干の私見を述べてみ る。

高城町において、縄文時代 の竪穴住居跡 は上原第 1遺跡で 8軒、 上原第 2遺跡

で 1軒 出土 している。時期 はいずれ も縄文時代後期 であ る。 上原第 3遺跡 で は、

縄文時代 の竪穴住居跡 は 4軒 で、時期 は後期が 3軒、晩期が 1軒 で あ った。 住居

跡のプランは、後期が円形で、晩期が方形であった。一般的にいわれている、 円

形→方形へということが、高城町において も実証 された。

また、今回、土墳の数 も多かった。その中で、今まで貯蔵穴 と墓墳などの区別

ができず、ただ土墳 といっていたが、今回、土墳の中央部 に幼児の頭大 ほどの石

を配 していたものが 2例 あった。その中の 1例 がD地 区 SC-3で ある。石の下

から、 ヒスイ製の管玉が出土するということは、墓の可能性を窺わせるものであ

り、縄文時代の土墳墓 とはっきり述べ られるのは、高城町においては初見である。

今後、縄文時代の土墳墓については、脂肪酸分析を行い、 さらに追求 していきた

いと考えている。

上原第 3遺跡では同 じ遺跡内で、竪穴住居跡、土墳墓、貯蔵穴が共伴 したこと

は、縄文時代の集落を思わせるものであり、刻 目の垂飾や管玉が出土 したことは、

宗教的、呪術的なことを司る長や巫女の存在を想像させる。

平安時代の掘立柱建物跡は、その時代に人の居住があったことを意味す るもの

であり、上原第 1遺跡では植物珪酸体分析か ら、陸稲を行 っていたことが分か っ

ている。当然畑作を行 っていた人々との関連を考えさせ られる。

今後の研究課題 としては、縄文時代の集落が何 といっても最大の課題であろう。

集落 =定住を意味 しており、高城町において、その時代に成熟 した社会が存在 し

たことの証 しである。

現在、遺構 0遺物が未整理の段階で、詳細なことを報告できないため、本報告

に期 したいと思 う。

〈参考文献〉

『高城町史』  高城町教育委員会  1989

「遺跡詳細分布調査報告書」 『高崎町文化財調査報告書第 3集』
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